
被　　服

2Ba－5

〔(社)日本家政学会

阪神大震災被災者の衣生活行勁（第1 報）

　被災後の被服の着装行動の実態

○人村知子＊　木岡悦r-*＊森　山紀＊＊（＊静岡人、＊＊甲南女人短大）

　目的　わが国では､全国各地で地mのIJ｣‘能性があり、1995年】月17t]|の阪神大震災の体験を今後のm災

に役立てることは意義深いと考える。住環境、都巾機能、食生活などに関しては積極的な実態調査が

実施され、その速報も発表されたが、衣生活に関しては表面的かつ断片的な樅告がみられるのみであ

る。そこで､被服学の征場から被災者とその家族の衣生活行動を調査し、今後の防災への基礎資料とす

ることを目的に考察を試みた。第１報では被災者の着装行動について検討する。

　方法1995年7月に兵庫県内の16歳-69歳のmi者204名を対象に、衣生活行動と基本属性に関する

35項目のアンケート形式による質問紙調査を留置法あるいは聞き取り法で実施した。第1報では本人と

その家族の避難時や夜間の服装、着替えや寝具の実態、救援衣料品などの項目に関して解析した。

　結果調査対象者の29%は住宅が全壊、41%が半壊し、4家族に死者、15家族は怪我人が出るなど

の被災をし七被災後1週間の寝る時の服装は、人f-が｀ﾄﾚｰｻｰやセヽ--ﾀｰなどとパンツやジーンズなど昼

間の服装のままで、パジャマ着用者は被災前の25%、1ヶ月後でも被災前の65%で、半年後に被災前に

戻ったが､その回復のしかたには世代差が認められた。約２割の者は震災後３～４[１間は着替えをせず、

着替える服や場所の確保が困難であったことがわかった。寝具は、過半数の者が被災後1週間は毛布な

どのみであり、この問に布団を使用できた者は約４割で､χ^検定の結果､避難先や被災場所による使用

寝具の違いに有意性が認められた。半年経過後においても被災の程度によって､おしゃれをする気になれ

ない者としたい者との出現頻度が異なるなど､被災による着装意識への影響の実態も明らかになった。
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　目的　　第1幸艮にひきm.き冲こ幸g-ごも阪nメ震災被災者の衣生丿舌^や肋を延ぼ亦的に瓦周油ﾐし、

非丿貧耳i態におけるl皮月^'盲哩j友助・即ni奎予重力のmmをt巴担lすることによって、今f麦の*腿ヒ活

マネージメントの群!題Hを欠nるとともに、ﾆ衣丿三活のJ立丿易からのR方災への-Ciuえに資することを

目的とした。

　方浸そ　　mt斤に用いた資ず1は第1 幸Uと同じで、阪神m或におけるl皮災昔204名のアンヶ

一卜形s-りこよる回答ごから苛俘だもので、才に幸浸では、調ヱ汐1象者とその家島ﾐの破n腿調坐■ ゛こs到n

に関するJ頁目をt灸言寸じた。調?査の時期- 角賢斤のプ穴去も第1報と同じである。冲こ調E査の少t象

者は被災t＆に73％の者が転isしていて、最多は8 tl-lの冲云居を続

　結果　　l皮災赴m:初にm入した♂むST!は、-ﾄﾞ着が:!没も多く、1湾入時期にっいては１週間f＆

が最も多かｰつた。また、j鯉難I)寺にオーバーコートなど1垠さから身を-■pるための衣丿鼠びI寺ち

出しが多いのに文寸し、-F:改のそれは柵iめて少なかった。ライフラインの欠如によるi先?況が

できない七心兄下て瓦衣生｡活び衛をk而がおびやカヽされていたことを、これらぴ）紀i果からお七み町又

ることができた。被災前1こ家族の衣生浸1を竹沢Uしていた者が、逼剣k刀顎に家族の1皮ns.をも

丿寺ち出しているのに対し、i也は溥mの被n隨をj寺ち出した者は桓jめて少なく、白で分の衣7罰だ

けあるいはほとんど1寺ち出さなかったという何

　貴m品の'賢司l、4勿品のお賢？に両手が自山になる、たくさん5容れられるという赳1由によっ

てリュックサックカり蔀g冷に関わりなく多用されていた。それに関丿吏してリュックの幾fi旨に

っいての飢7所をmmする回答ごもみられた。
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